






（１）連結経営成績に関する定性的情報 

                                                                                           (単位：百万円) 

  

当第３四半期連結累計期間のわが国経済は、東日本大震災からの復興需要などが見られるものの、欧

州債務危機や中国経済の成長率鈍化、長引くデフレの影響などにより、依然として先行き不透明な状況

で推移しました。 

  

こうした環境下、当社グループは 2012‐2014グループ中期経営計画「TAKE OFF 14」に基づき、各事

業とも積極的に取り組みを進めています。食品セグメントにおいては好調な乳製品事業が全体を牽引、

また医薬品セグメントでは薬価改定の影響を補うべく、主に国内の医療用医薬品の学術普及活動強化に

努めております。 

  

この結果、当期売上高は 8,530億65百万円（前年同期比1.8%増）、営業利益は 229億11百万円（同



【市乳】 

・ヨーグルトは、健康志向の高まりの中、積極的な販促活動によって「明治ヨーグルト Ｒ-１」

「明治プロビオヨーグルト ＬＧ２１」や、「明治ブルガリアヨーグルト」などの売上が拡大を

続け、前年同期を大幅に上回りました。 

・牛乳類は、「明治おいしい牛乳」の店頭マーケティングや発売10周年消費者キャンペーンなどの

施策が奏功し、前年同期を上回りました。 

  

【乳食品】 

・市販用ナチュラルチーズは、主力の「明治北海道十勝カマンベールチーズ」などが順調に売上を

伸ばし、チーズ全体では前年同期を上回りました。 

・市販用マーガリン類は、「明治ヘルシーソフト オフスタイル」シリーズのラインアップ充実な

どにより引き続き好調に推移し、前年同期を上回りました。 

・業務用生クリームは、積極的な販促活動により主力の「明治フレッシュクリーム あじわい」な

どが好調に推移し、前年同期を上回りました。 

  

  

■ 菓子事業（【菓子】チョコレート、ガム、キャンデー、輸入菓子等 【デザート】アイスクリーム、スイーツ等 

【フードクリエイト】業務用（製菓・食材）等） 

菓子事業は、菓子は前年同期に届かなかったものの、デザート、フードクリエイトは順調に売上を

伸ばし、全体では前年同期並みを確保しました。 

  

【菓子】 

・チョコレートは、「メルティーキッス」や発売50周年キャンペーンが奏功した「アーモンドチョ

コ」などのナッツチョコレート群は順調に推移しましたが、残暑の影響もあり前年同期をわずか

に下回りました。 

・ガムは市場が低迷する中、前年同期を下回りましたが、グミは好調に推移しました。 

  

【デザート】 

・アイスクリームは、主力の「明治エッセルスーパーカップ」が順調に売上を伸ばし、明治チョコ

アイスシリーズも好調に推移しました。また、昨年11月に「明治ザ・プレミアム グラン」の販

売を再開しました。 

  

【フードクリエイト】 

・フードクリエイトは、顧客ニーズにきめ細かく応える商材提供を強化し主力商品群が伸長、製

菓・食材とも前年同期を上回りました。 

  

  

■ 健康栄養事業 （【健康】スポーツ栄養、健康機能、食品、OTC等 【栄養】粉ミルク、流動食、病態食等） 

健康は市場の低迷や競争激化を受け前年同期を下回り、栄養は流動食の好調により前年同期を上回

ったものの、全体では前年同期を下回りました。 

  

【健康】 

・スポーツプロテイン「ザバス」は、ランナー、ジュニアへの普及、販促によるユーザーの増加な

どにより順調に拡大し前年同期を上回りましたが、基礎美容食品の「アミノコラーゲン」は苦戦

し、前年同期を下回りました。 

  

【栄養】 

・流動食は、新規採用先の増加や新商品の寄与により、前年同期を上回りました。 

・粉ミルクは前年同期を下回りましたが、昨年９月に「明治ほほえみ」「明治ステップ」の栄養成

分をリニューアルし、積極的な普及活動を行っております。 

  





（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

 該当事項はありません。 

   

   
（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

 税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対

する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を

乗じて計算しております。 

   

   
（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

 該当事項はありません。   

   
   

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項





（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成24年３月31日) 

当第３四半期連結会計期間 
(平成24年12月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 109,136 117,114

短期借入金 61,860 54,151

1年内償還予定の社債 40,000 －

コマーシャル・ペーパー 47,000 42,000

未払法人税等 2,888



（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
（四半期連結損益計算書） 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年12月31日) 

売上高 838,290 853,065

売上原価 559,298 563,621

売上総利益 278,991 289,443

販売費及び一般管理費 258,263 266,532

営業利益 20,728 22,911

営業外収益   

受取利息 39 31

受取配当金 826 829

不動産賃貸料 1,981 1,732

受取補償金 1,500 1,500

為替差益 － 173

持分法による投資利益 198 155

その他 858 1,391

営業外収益合計 5,405 5,814

営業外費用   
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Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自平成24年４月１日 至平成24年12月31日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報  

（単位：百万円）

    (注)１．調整額は以下のとおりであります。 

        セグメント利益の調整額20百万円には、セグメント間取引消去116百万円、各報告セグメントに配 

        分していない全社費用△95百万円が含まれております。全社費用は当社（持株会社）運営に係る費 

                用であります。  

       ２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

    

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報  

         （固定資産に係る重要な減損損失） 

          固定資産に係る重要な減損損失はありません。 

  

         （のれんの金額の重要な変動） 
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